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ぎ

.ざ
る

.な
办
：
.

4
述
，今

'务
：直：接，

0

.
'1
轉
當

.

.事

.，葱
間
！

^

之
.を
爲
す
を
，要
せ
：ず
ビ

信
ず
'る
も
石
坂
：博
±:
.
>の
'外
\
判

決
'̂
亦

多
 

く
之
に
，反
す
る
が
如

‘
し
大
正
ニ
年
來
京
地
方

^

制
所

^

決
は
明
か

R『

名
義
書
換
ぐ
[f
t

‘接

ノ
讓 

•
第
十
-ニ

卷

(
i
n

七
三)

P

說

記

.名
株
忒
.
P
移
幡
ネ
8

讲
换 

、
1

敬
5
.
;
: 

1
0
1



牢

I

s 

<
1

ニ
七
四)

論

.
說
記
名
椒
式
砂
移
轉
と
名
馨
換
 

0̂ 

5
 ニ 

渡
人
ト
讓
受
人
ト
ノ
間
ー

1

於
テ
ノ
ミ
之
ヲ
爲
ス
ロ
ト
ヲ

.得』
v
j

し
明
治
四
十
五
年
大
雜
発
到
決 

も
亦

『

名
_

書
換

,名
.
_

者
ト
縛
得
卷
ト
ノ
間
二

'
直
接
ニ
權
利
力
移
«
シ
タ
ル
力
如
キ
孩

^ 

二
 

ヨ
リ
テ
之
ヲ
爲
ス

』
ビ
云
ふ
は
莳
接
の
移
轉
潘
間
に
の
み
名
義
書
換
を
爲
す
る
得
る
の
主
意
に 

基
づ
く
も
の
な
る
べ
し

 

.

白
紙
委
任
狀
に
ょ
て
與
へ
た
る
代
现
權
は
之
を
取
消
す
を
得
る
や
否
や
は

#

說
の
分
る

. 

、
所
な
办
ビ
雖
も
吾
人
は
之
を
取
消
す
こ
ビ
を
得
ず
と
信
ず
其
理
，由
は
第
一
、白
紙
委
任
狀
に 

ょ
る
委
任
の
中
込
は
其
.委
任
狀
を
取
得
し
た
る
潘
に
對
し
て
之
を
爲
す
即
ち
白
紙
委
任
狀
ビ 

炎
R

株
券
を
讓
波
し
た
る
者
は
之
を
冁
轉
流

a

せ
し
め
ん
ビ
す
る
も
の
に
し
て
白
紙
委

ff
i

吠 

に
其
有
效
期
間
を
定
め
ざ
る
以
上
は
何
時
ま
で
流
通
す
ベ
き
や
は
豫
め
知
る
ベ
-か
ら
ず
故
に 

白
紙
委
任
狀
附
に
て
株
券
が
流
通
す
る
間
は
民
法
五
ニ
四
條
及
び
商
独
ニ
七

0

條
の
祗
諾
を 

受
く
る
に
相
當
な
る
，期
間
と
解
せ
ざ
る
可
ら
ず
第
一
一
、此
場
合
に
於
け
' 
る
委
任
は
普
通

の

委
任 

と
異

6

委
任
者
の
利
益
の
爲
め
に
其
事
務
を
處
理
せ
し
め
ん
と
す
る
に
ぁ
ら
ず
し
て
寧
ろ
主 

ビ
し
て
受
任
漭
の
利
益
の
爲
め
に
す
る
も
の
な

-

C
S

名
義
書
換
を
爲
す
の
利
益

.
は
讓
渡
人
.に
於 

て
も
之
を
有
す
ビ
雖
も
主
ビ
し
て
取
得
者
に
於
て
之
を
有
す
る
名
の
な

b

而
し
て

m

x

人

よ

株
式
を
完
全
に

’讓
受
人
に
移
轉
す
る
の

.義
務
を
負
ふ
が
故

.從
て
名
義

#

換
に
譲
渡
人

0

餹
求

.
 

を
.必
.喪

V
J

す
る
場

4

に
は
之
を
爲
す
の
義
務
を
負
ふ
も
の
な
ぅ
而

し

て
讓
漉
人
.の
作
成
し
た 

.る
白
紙
委
任
狀
ば
實
に
此
義
務
腐
行
の
手
段
た
る
芬
办
而
し

.て
名
義

#

換
義
務
履
行
の
，手
段 

ピ
し
て
白
紙
委
任
狀
を
作
成
し
た
る
以
上
は
务
義
書
痪
を
.要
求
す
る
讓
受
入
の
檣
刹
も
亦
自 

紙
委
任
狀
と
共
に
.移
轉
ず
べ
き
を
認
め
た
る
も
の
に
し
て
指
名
債
檫
讓
渡
の

.竽
8

を
必
寒
と 

せ
ず
ビ
•云
は
ざ
る
可
ら
今
右
.の
ノ
如
く
白
紙
委
任
狀
は
委
任
.者
た
る
讓
漉
人
の
利

_

の，爲

^

に

あ
ら
す

し
て

受
任
者
た

る
.讓
受
人

の
利

益
の
爲
め
に
し
て
且

り
_
渡
人

，が
自
己
の
義
務
を
履
：

-

 

.

.

.

 

•

 

■

 

•

 

-

-

 .

行
す
る
手
段
し
て
之
を
作
成
す
る
以
上
は
普
通
の
場
侖
に
於
け
る

.委

任

の

如

く

任

意

に

.之 

を
取
消
す
を
得
ざ
る

‘

の
な
ト
從

.

y

之
に
基
く
代
迦
權
も
亦
之
を
取
消
す
を
得
ず

と

云
は
：ざ 

る
可
ら
ず

(
T
h
u
r

 

; 

D
i
e

 

u
n
w
i
e
d
e
r
n
i
S
i
c
h
e

 

V
o
l
l
m
a
c
h
t

 

s
，
5
2

G:r
t
m
a
B
n

 

A
J
I
g
.

 

T
h
e
i
l

 

s
.

 

5
2
8
)

文

『

般 

代
®

0

消
滅
，の
事
由
に
因
ち
て
消
滅
せ
；ず
即
ち
本
人
又
は
代
理
人
の

S

代
理
人
の
禁
治
產

： 

又
は

'破
産

k

i

白
.紙
蒌
住
缺

.は
其
效
カ
を
失
ふ
も
の
に
あ

.ら
：す

.-

•
H
i

 

-

白
紙
委
任
狀
附
株
券
の
讓
渡
は
名
義
書
換
前
に
あ
り
て
は
如
何
な
ぷ
效
力
を
有
す
る
や
に

f

 

i
 

r
l
H

'̂
五0

論

魏

龃

I

祭

、蓄

と

名

翁

畨

換

 

第
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策
十
二
怨

.

二
.
•ニ七六

)

論

.說
記
名
株
或

■の，#
赙と名義#換

就
&

七
，は
學
徽
分

'る
'

_

:

丨

:

甲
，
或
は
白
紙
委
：任

.狀
附
株
券
.の
第 

‘主
，た
る
理
由
は
物
權
偾
權
株
式

等
の
對 

三
者
が
，名
義

#
,
換
*'
く
し
て
株
式
讓
渡 

の
當
事
舍
は
第
三
潘
に
讓
渡
ノ

を

以
七
對 

变

. A
•か
其

權

利

を

讓
渡
す

.る

を

#
ざ
■る 

渡
人
が
其

«

利
を
第
三
者

•
に
a

渡
す
る 

に
在
り
此
說

•は
實
に

.
從
枣
吾

.國
R

於
て 

の
.
原
现
に
對
し
て

.
一
大
變
革

.を

.企
圖
：
'す

を ぢ 杭 の 抗 ニ  

得 之 す 對 要 以  

る を る 抗 件 後  

所 同 を を K の 

以 じ 将 受 關 讓  

に く す 、 く す 渡

讓 讓 ベ る は  

渡 渡 き 規 無  

の の こ 定 效  

對 對 ミ は 次

.

$

0

1

〇四

办

士

す

(

石

坂

.博
士

. 

•

强

行

的

規

定

な

り
 

を

承

諮

す

る

も

讓
 

抗

要

.件
を

缺

く

場

，
 

r
le
件

.を
缺

■ぐ

場

云 に ，に 契 に 揭  

ふ 讓 讓 約 笫 筇

對
比
す

.れ

ば

彻

か

な

，る
ベ
し 

殆
ん
，ど

，確
定
不
動
' 
の

寧

齡

と

看

做
さ

.

れ
た
る
“

玉 

る
も
の

•な
办

■と
雖
今
吾
人
は
■此
說

R

賛
す
る

.を
#

ず 

讓
渡
の
對
抗

‘耍
件
に
關
す
る
規
，定
は
强
'行
的
規
定
な
る
こ
と
論
者
の
說
の
如
し
、と
雖
も
を
は 

一
般
的
に
對

.杭
'要
件

.を
不
必
要
.ビ
し
或
は
豫
め
：對

.杭

.要

件

の

利

益

を

拋

.棄

す

る

を
#

ざ
る
の 

哥
に
し
て
賊
に
成
立
せ
る
否
定
，權
の
拋
棄
を
許

3

ず
ビ
の
謂
に
非
ざ
る
こ
ど
は
旣
に
論
じ

^
 

，る
所
な
ぅ
論
漭
は
商
法

I

五
〇
條
は
強
行
的
，規
定
な

i

ビ
の
解
释
を
餘
，

&

R

廣
汎
に
懷
張
し 

た
る
の

•非
難
を

■
免
れ
ず
論
，

«
.
は
又
讓
波

.の

對

，抗

要

件

，
を

，
缺

く

場

合
k

壞

变

入

が

其
*

利

を
_

渡
す
る

M

ビ
を
得
ざ
る
は
之
を
同
じ
く
讓
渡
の
對
抗
婴
件
を
缺
く
場
合
に
讓
渡
人
が
其
權
利 

?:
第
三
漭
に
讓
渡

.す
る
を
#
る
所
以
に
對
比
す
れ
ば
明
か
な
名
べ
し
ビ
云
ふ
も
讓
渡
の
對
抗 

要
件
を
缺
く
場
合
，に
於
て
も
讓
渡
人
が
典
權
利
を
第
三
者
に
讓
渡
す
る
は
違
独
に
し
て
決
し 

て
讓
渡
の
權
能
な
ぅ

.

V
J

云
ふ
べ
か
ら
ず
之
を
讓
受
け
た
る
第
三
漭
が
對
抗
要
件
を
充
た
し
た 

る

ビ

き

、
は

完

全

に
.其
*

利
を
取
得
す
る
を

.得
べ
き
，も
是
れ
法
律
が
取
引
界
の
安
全
の
爲
今
善

' 

意
の
第

‘三
著
を
保
談
す
る
の
結
果
に
し
て
讓
渡
人
に
讓
渡
の
權
能
ぁ

h

し
が
爲
め
に
あ
ら
ず 

若
し
論
潘
の
說
の
如
く
ん
ば
他
人
の
物
の
铋
管
潘
が
其
物
を
賣
却
し
た
る
ビ
き
は
善
意
無
過 

失
の
讓
受
人
は
完
全
に
其
物
の
所
有
權
を
取
得
す
る
が
故
物
.の
讓
渡
の
權
徙
は
保
管
者
に
在 

み
て
所
有
潘
に
あ
ら
す

^

云
は
ざ
る
可
ら
中
豈
斯
の
如
る

-0
理

ぁ

ら
ん
や
其
，他
無
效
說
の
論 

據
と
す
る
所
四
五
あ

‘
A
と

.

雖

も

旣

に

吾

人

の

論

じ

又

:^
論
せ

ん

と
す
る
所
に
係
る
が
故
之
を 

擧

げ

ず

^

.乙
、

或
は
株
式
を
分
ち
て
名

*

#

換
ぁ
る
株

.式(

或
は
單
に
株
式

)

及
び
名
義
書
換
な
き
株
武 

(

或
は
名

_

翦
換

.に
ょ

y

て
株
式
ビ
な

6

得
る
權
利

)

と
な
し
前
潘
を
絕
對
的
株
式
後
^
を
相
對 

的
株
式
と
稱

.す(

神
戶
博
士
法
學
協
會
雜
誌
三
十
ニ
卷

)

此
說
は
拢
商
ニ
法
を
通
じ
て
最
も
重
惡

第
十
二
餘

(

一二七七

)

論
胱
記
名
株
式
の
移

と̂名義截換

 

.
笫

尤

铖

一



■ 

f

 

S
 (

一二七八

)

賒
說
記
名
株
式

.

e

•
移
轉
と
名
輯
裏

 

部

九

號

ー

〇

六
 

な
る
第
三
淼
保

fi
t

に
關
す
る
規
宠
に
對
し
て
新
た
な
名
法
理
構
成
を

# .
案

'L
た
る

も

の
な
み 

然
れ
ど
も
典
所

I
PH
相
對
的
株
式
ビ
絕
對
的
株
武
と
の
間
に
如
何
な
る
差
興
あ
り
や
爾
礙
は
全 

然
其
性
質
を
異
に
せ
る
別
種
の
權
利
攻
$
や
全
然
其
內
綷
を
與
に
す
る

^

相
對
的
棘
式

—

亦 

株
式
な
り
や
或
は
株
式

-と
な

b

得
べ
き
權
利
に
し
て
株
式
其
物
に
非
ざ
る
か
は
尙
硏
究
の
餘 

地
あ
る
が
姐
し
若
し
名
義
書
換
前

.
に

於

け

る

株

式

は

株

式

ビ

な

、り
得
べ
き
權
刺
に
し
て
株
式 

R

非
す
と
す
れ
ば
取
得
者
は
假
令
會
社
の
承
諾
あ
る
も
尙
株
主
總
會
に
^
席
す
為
を
得
中
又 

自

h

株
主
と
し
て
株
金
の
拂
込
を
爲
さ
ん
と
^
會
社
も
亦
之
を
受
付

A

と
す
^
も
挪
込
と
む 

、て
は

無
效
な

&

何
と
な
れ
ぱ
興
取
得
潘
は
名
義
書
換
を
爲
す
ま
で
は

_

に
株
式
ビ
な
る
べ

& 

楮
利
を
取
得
す
る
に
過
ぎ
ず
從
て
其
赉
は
株
主
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な

A

果
し
て

然
&

ば
記
名

 ̂

式
の
移
轉
は
名
義
書
換
前
に
於
て
は
當
事
著
ょ
ら
會
社
興
他
の
第
三
潘
に
對
杭
す
る
を

4#
ざ 

る
の
み
な
ら
ず
會
社
其
他
の
第
三
者
も
亦
之
を
當
事
遨
に
對
抗
す
る
を
得
ざ
る
も
の

<£
云
は 

ざ
る
可
ら
-ず

然
れ
ど

も
斯
の
如
き
結
果
は

果

-L
て
商
法
一
五

G
修

の
規
®

s

融
和
し
得

ベき
 

か
吾
人
の
考
に
て
は

株
式
は

名
義
書

.換

の
前
後
を

問
は
ず
同

|

•€
>

內
.容
.を
.有

し

唯

典

形

式

的 

效

カ

殊

に

第

三

者

に
.
對

杭

し

得
.ベ
き
.點

仏

於
て
差
異
あ
る

の

み

又

此

說
K

よ

机
ば
甲
が
乙
に

乙
が
丙
に
白
紙
委
任
狀
附

it
て
株
式
を

_

渡
t

雨
が

.
名
義
書

.換
を
爲

4

た
る
ビ

m

姑
蛛
式
其 

t
p

み
は
甲
一
内
間
に
移
轉
I

甲
-tt

a

、s

1

丙

間

U

は

株

式

と
#

得

べ
^

權

利
^

ち

相
«-
的

味
 

式
の
移
轉
ぁ
办
從

V

乙
は
株
式
の
讓
受

A

に
も
讓
渡
人
に
高
為
ら
ず

£

す
然

&

«

丙
が
名

_
 

書
換

.を
爲
す

t

で
は
株
式
は
甲
の
手
に
あ
る

4

0
V
J
.
云
.
は
ざ
る
对

:&
中
果
し
て
然
ら
ん

R
U
 

被
相
續
人
た
る
甲
が

」

死
C

し
相
績
人
乙
が
甲
の
株
式
を
相
續

し

て
率
だ
名
義
書
換
を
爲

3

ヾ
 

る
間
は
乙
は
株
式
ビ
な
る
ベ
き

*

利
を
有
す

6
.

も
，株
式
を
'
有
せ
t

然

■•
?
>ば
株
式
は
乙
が
名

,
 

書
換
を
爲
す
ま
で
は
何
人
の
手
に
在
办
や

丙
或
は
白
紙
委
饪
狀
附
株

#

讓
渡
は
讓
受

.
人
が
白
紙
委
鋒
狀
を
補
充
し

^

る
峙
狀
始
め

. 

て
名

_

人
と
白
紙
委
枉
狀
を
補
充
し
た
る
者
と
の
間

.̂
直
接
长
讓
渡
ぁ
：

6

.

*る
吃
の
之
部
|
定 

す

る

を
妥
當
と
す
ビ
な
す

(

大
正

1

一
年
庫
京
地
方
載
判
所
判
決
法
律
新

_

九

三

一

一

號

五

ー

一

七

®
 

此
說
’は
前
述
乙
說
と
.同
じ
 

<
 
中

間

の

讓

受

人

の

株

式

取

得

：を
認
：め
ず

_

«

は
直
接
第
一
の
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す
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す
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反
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狀
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潜
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狀
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す
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讓
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取
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狀
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を
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す
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す
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起
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濟
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反
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狀
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